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国語及び日本語教育政策への貢献について 

（人間文化研究機構国立国語研究所の組織・業務に関する調査・検証について 

〔報告〕及び（説明資料）抜粋） 

 
人間文化研究機構国立国語研究所の組織・業務に関する調査・検証について〔報告〕P13 

 
（５）社会への貢献等 
 

○研究成果の還元 

 旧国語研においては、隔年で国際シンポジウムを開催することを主な事業としてい

た。新国語研においては、対象(聴衆)別に、専門家向け(NINJAL国際シンポジウム等)、

一般向け(NINJALフォーラム等)、若手研究者向け(NINJALチュートリアル)、及び児童・

生徒向け(NINJALジュニアプログラム等)をはじめとする各種行事を企画・開催し、研

究成果の還元に努めている。平成23年度上半期には、一般向け事業「NINJALフォーラ

ム：日本語文字・表記の難しさとおもしろさ」を９月に、児童・生徒向け事業である

「NINJALジュニアプログラム：NINJAL探検2011」を７月に実施予定である。 
 

○政策への貢献 

 旧国語研においては、政策の企画・立案を担う所轄省庁の施策に沿って業務を行っ

ていた。新国語研においては、政策にも貢献しうる基礎(学術)研究を行うことを通し

て、省庁からの委託事業の実施、審議会等への参画、専門的観点からの助言など、研

究者が主体性を持って協力している。 

 主な例としては、平成22年度文化庁委託事業「危機的な言語・方言の実態調査研究」

を受け入れたこと、共同研究「『生活のための日本語』の内容に関する研究」の成果が

文化審議会国語分科会日本語教育小委員会「『生活者としての外国人』に対する日本語

教育の標準的なカリキュラム案」の作成の基盤となったことなどがあげられる。 

 

●検証 

 大学共同利用機関として、国民一般や児童・生徒を対象とする各種行事を企画・開

催することによって、その研究成果を納税者である国民に積極的に還元している。ま

た、大学共同利用機関は政策研究を行う組織ではないものの、学術研究活動の一環と

して、その知見や研究成果を委託事業の実施や審議会等への参画・助言という形で、

政策等にも還元している。 

以上により、社会への貢献等については、適切に実施されていると判断される。 
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〈新国語研〉 
政策にも貢献しうる基礎(学術)研究を通し
て、研究者が主体性を持って省庁に協力し、
研究成果を還元 
 

〔例〕委託事業の実施 
   審議会等への参画 
   専門的観点からの助言(文化庁等) 

  等 

〈旧国語研〉 

政策の企画･
立案を担う
所轄省庁の
施策に沿っ
た業務を実
施 
 

〈検 証〉 
学術研究活動の一環として、研究成果を政策等にも還元
していることは適切 

報告書ｐ.１３ 

○政策への貢献 

人間文化研究機構国立国語研究所の組織・業務に関する調査・検証について(説明資料)スライド24,25 
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〈新国語研〉 
●文化庁からの委託研究「危機的な言語・方言の 
 実態調査研究」（H22年度）を実施し報告書を作成 
 

●旧国語研から承継された研究成果は、文化庁 
 「『生活者としての外国人』に対する日本語教育の  
 標準的なカリキュラム案」の作成に活用 
 

●研究所が行っている最近の研究内容等について､ 
 文化庁へ積極的に情報･成果を提供 
 

●国語関係、日本語教育関係の審議会等へ専門 
 家として多数参画 

報告書ｐ.１３・ｐ.３４・ｐ.３５ 

〔具体例〕 


